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１．目的  

 平成 28 年 3 月、土木学会土木技術映像委員会は，「土木学会 イブニングシアター資料集 vol4 2013～

2016」（以下資料集 vol４と呼ぶ）を刊行した.同書は今回で４冊目の刊行であり，これまで開催された「土木

学会土木技術映像委員会イブニングシアター」（以下イブニングシアターと呼ぶ）の開催記録及び動員数やア

ンケート記録などを収録したイブニングシアターのデータベースである. 土木技術映像委員会は、貴重な土木

技術映像作品を網羅的に調査・収集・整理，多様な角度から評価し，容易に利用可能な環境を整備し，イブニ

ングシアターは公開・発信の場として，２００１年に始まり，今年３月に９４回を迎えた.この間，多くの土

木学会会員の皆様に参加いただいたが，最近では学会員以外の参加者も増えており，そういう方々への土木学

会所有の土木技術映像を通し，土木技術に関する情報の発信の場という面も加味されつつある.本論文では「資

料集 vol４」のデータを中心に,最近のイブニングシアタ―の現状と今後の課題について述べる. 

２．イブニングシアター運営の現状 

 「資料集 vol４」の，第 73 回から第 89 回までのイブニングシアター開催実績は図‐1 のとおりである．開

催日は平日で，開催時間は夕刻 18：30 頃から約 2 時間程度．開催ごとに特集を組み，それに沿った作品を上

映,同時に専門家や作品作成の関係者を招き講演を行う.会場は土木学会本部講堂が主で，外部のホール及び都

内の大学の教室で開催する場合もある.開催の際には土木学会及び当委員会 HP，土木学会が発信するメールマ

ガジン等で広報を行い，同時にメーリングリスト登録者に開催のメールを送付する．終了後参加者にはアンケ

ートを依頼するが,アンケートは開催後当学会 HP に記載欄をアップし，また参加されたメーリングリスト登

録者にはメールで記載欄を送付する. 

 

図‐1 土木学会土木技術映像委員会イブニングシアター 第 73 回～第 89 回  

 

３．数値で見るイブニングシアターの現況 

開催の際,会場設営等の必要から毎回事前申し込みを受け付けている．この段階で申込者が 100 名近くに上 
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ることも多い．この段階での構成比は学会員よりも非学会員のほうが多く，事前申し込み者全体から見る非 
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学会員比率は 3 割以上である．実際に参加した実参加者は，天候等の影響も加味しつつも，概ね事前申し込み

の 7 割前後で推移している.事前申し込み,実参加数及びアンケートの数値を図‐2 で示す. 

 

図‐2 土木学会土木技術映像委員会イブニングシアター アンケート等数値 

 

アンケート回収率は概ね 3 割程度. アンケート回答者の年齢構成は 20 代，30 代よりも 40 代から 60 代以上

の方が多く,年齢構成における 40 代から 60 代以上の割合は 9 割以上となる．性別は男性が多く，ほぼ 9 割が

男性となる．職業別では土木関係者や土木系学生がその他を上回っており.事前申し込みの数値を鑑みれば、

非学会員にも土木系関係者が多いことが伺われるが,土木系以外の“その他”の参加者数も 3 割以上で推移し

ていると思われる.参加回数は 2 回以上の方が多く,2 回～4 回以上が 7 割以上に達し，リピーターが多く存在

していることが判る.情報入手経路は登録者メーリングリストによる上映案内メールおよび当委員会ＨＰの広

報による入手が 6 割以上で，ここからもリピーターの多さを確認できる.また知人より入手が多いことが注目

できる点であると言える.これはリピーターからの口コミの効果も考えられる. 

４．まとめ  

課題としては，アンケート回答者数の向上がある．実参加者に比べアンケートの回答は少ない.これは開催

後日にアンケート記載を依頼する状況も影響しているものと考えられる.WEB を活用したアンケート方式は

感想等の記述も用紙への記載に比べ容易,集計作業の軽量化などを考慮すれば今後も維持する必要があるが,時

間が経過すると回答を得るのが難しくなっているものと思われる．例えば当日にはＨＰにアンケート書式をア

ップし,スマホ等でその場で回答できるような方法も検討したい．実際には２０代から３０代と思われる方や

女性，土木系以外の一般の方の参加もアンケートの数値以上に多く見られる．今後はこういう方々からのご意

見もより一層得られるような方法を検討し，これからのイブニングシアターの運営に生かしていくことも必要

と思われる．広報についてはイブニングシアター開催を更に多くの方々の目に触れてもらうため，当委員会Ｈ

Ｐの一層のＰＲ等の方法を検討する必要がある.今後もイブニングシアターのデータベースである「 土木学会

イブニングシアター資料集」を刊行・活用し，効果的な土木技術の情報発信方法を確立していきたい． 
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